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   （ｅラーニング）2026年度 地域包括ケア推進病棟協会アカデミーの開催    

 

本研修会は、最先端の地域包括ケアを支える医療・ケアを学び、医療人としてのスキル

アップを目指し、在宅復帰を支える医師・看護師・介護福祉士・理学療法士・作業療法

士・言語聴覚士・薬剤師・管理栄養士・歯科医師・歯科衛生士・社会福祉士など、多職

種の医療スタッフに最適な講座を提供します。今回は、より体系的な学習環境を整える

ため、講義を eラーニング形式として提供することといたしました。 

（※尚、本アカデミーを修了された医師は、日本地域医療学会（JACH）の「日本地域医

療学会認定総合医」制度における下記の受講ポイントとして 10 ポイントが認定され

る予定です。） 

①「地域総合診療専門医」資格更新のポイント 

②「日本地域医療学会認定総合医」制度におけるポイント 

 

開催概要： 

【開講方法・期間・受講期間】 

 開講方法：ｅラーニング形式（各講義をオンデマンド配信） 

 開講期間：１次募集分 2026年７月１日（水）正午～最長 2027年１月 31日（日）正午 

２次募集分 2026年 10月 1日（木）正午～最長 2027年４月 30日（金）正午 

受講期間：1分野 1 カ月 ※受講分野数に応じて受講期間を設定  

      

【定員】         

無し（ただし、申込状況に応じて受付を停止することがあります。） 

【受講料】 

 １次募集分：会員は受講料無料です。 

※非会員は 1分野５千円です。（7分野で 35,000円） 

 ２次募集分：会員は全受講可とし一律２，０００円です。 

※非会員は 1分野５千円です。（７分野で 35,000円） 

【申込方法】 

下記申込入力フォームに必要事項を記入しお申込ください。 

  ⇒https://form.run/@maf-jahcc-WjUyrIrDQYBxEtEHE9h8 

【受講申込締切日】 

１次募集：2026年６月 19日（金）正午 

２次募集：2026年９月 18日（金）正午  

【実施要領】 

①プログラムは全 7分野、９講義で実施します。（次ページ参照） 

②全講義受講が必須ではありません。 

③各講義５問（30問の中からランダムに出題）のテストを実施します。正答率 100％と 

なるまで受験可能とします。正答率 100％で修了認定となります。ただし、講義視聴の 

有無は問わないものとします。 

④開講期間終了後、受講病院の受講（修了）結果を集計し、その結果に基づく受講病院の

表彰を実施します。表彰は、病院毎の受講ポイント（100病床当たりの受講者数をポイ

ント化）により行います。後日、全受講表彰（総合賞）、各講座表彰（部門賞）を対面

で実施する予定です。表彰式の詳細は別途お知らせいたします。 

 



 

【お問い合わせ先】 

一般社団法人 地域包括ケア推進病棟協会事務局 

〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋 1-1-1パレスサイドビル(株)毎日学術フォーラム内  

Email: maf-jahcc@mynavi.jp 
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【（ｅラーニング）2026 年度 地域包括ケア推進病棟協会アカデミー】 

講義プログラム（全 7分野、９講義） 

 

１．2026年地域包括ケアシステムの理解（60分） 

「地域包括ケア推進病棟協会における新たな病院機能と地域包括ケア・医療病棟におけ 

る各医療スタッフのコンピテンシー」 

仲井培雄 医療法⼈社団和楽仁 芳珠記念病院 理事長  

 

２．マルチモビディティ（60分） 

「地ケアのマルチモビディティを踏まえた診療のコツ」 

大浦 誠 南砺市民病院 内科部長・総合診療科部長 

 

３．認知症とせん妄の治療とケア（60分） 

「認知症とせん妄の治療とケア」 

内海知加子 内田病院 認知症看護認定看護師    

 

４．補完代替リハビリテーション（60分） 

 「地域包括ケア・医療病棟の補完代替リハビリテーション」 

   野瀬範久 医療法人社団十善会 野瀬病院 理事長 

 

５．ＡＣＰと在宅復帰支援（各 30分、計 60分） 

「ＡＣＰ」 

   小関香奈 ベルピアノ病院 社会福祉士 医療福祉相談室 室長補佐 

「在宅復帰支援」 

   竹谷弘江 ベルピアノ病院 看護師 地域包括ケア病棟 科長 

 

６．口腔ケアと栄養（各 30分、計 60分） 

「口腔ケア」 

阪口英夫 医療法人永寿会 陵北病院 歯科医師 副院長 

 「栄養ケア・マネジメント」 

高田健人 十文字学園女子大学 人間生活学部 食物栄養学科 准教授 

  

７．多職種連携による対策（60分） 

「多職種連携による病棟のポリファーマシー対策」 

髙山喜光 内田病院 薬剤師   

 


